地域座談会（大栄地区）　意見交換記録
と　き　　平成２２年５月１７日（月曜日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後７時３０分から午後９時２０分

ところ　　社会福祉センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者　　１１人

	番号
	項　目
	町民等からの意見等要旨
	町からの発言要旨

	１
	子育てプランについて
	●現在、子どもと地域との（高齢者等）とのかかわりはあるのか。
	●保育所では、地域の方に来園していただき、交流を図っている。また、小学校、中学校等など異年齢とも交流を図っている。


	２
	人口について
	●合併して5年になるが、人口は増加しているのか、減少しているのか。また、人口を増やすためにどのように考えているのか。（湯梨浜町では、住宅が増えているようですが、保育料も安いと聞いているが）
	●北栄町の人口は減ってきている。（鳥取県全体でも減ってきている）その現状をみつめながら、まちづくりビジョンの中でも、定住などの検討をしている。
　保育料は湯梨浜より高いが、内容は充実したものになっている。

　若者定住には、雇用の場所があることが大切であると考えている。中部の市町内に雇用してくれる企業を何とかしなければいけないと努力している。

　農業についても、都会から農業をしたいという思いで、北栄町へ研修にこられる。実際、北栄町で研修をし、農業を目指されたが、住宅問題等があり、他町へ住所を移されるなどの問題点もある。

	３
	免許センター跡地利用について
	●免許センター跡地の利用はどのように考えているのか。
	●今まで、なかなかこれという案も、有効な施策もないのが現状である。町民の方に意見を聞きたい。

	４
	国際交流について


	●台湾と国際交流をしているがどのような経緯があるのか。
	●旧大栄町の頃、また新町でも平成１９年に中国河北省と交流をした。しかし交流をするには相思相愛でなければうまくいかない。また交流の原則はフィフティ・フィフティであるが、河北省は、すべて北栄町が負担することを要求したので交流は断念した。その点、台湾は全体的に「親日的」で、しかも名探偵コナンも大人気で、対等の原則の上に本町との交流を強く望んでいた。特に鳥取県と交流関係にある台中県のお誘いもあり、西瓜のまち「大肚郷」と交流することとした。今年度から、青少年交流を皮切りに、各種分野での交流に広げていきたい。

	５
	文化活動の振興、図書館の利用状況について


	●文化活動の振興はどのようになっているのか。図書館の利用状況はどうか。
	●絵画の前田寛治氏、陶芸家の生田和孝氏など、北栄町では、たくさんの芸術家を生んでおり、また、文化財に関しても、お台場や東高尾の観音などたくさんの文化財があることを町民へ発信している。また、伝統文化の伝承保存にも力を入れている。歴史民俗資料館には、生田和孝氏の陶芸作品を展示する常設展示室を設けた。

　図書館利用状況について、１年間の一人当たりの平均は５，５冊、全国平均以上の利用である。

講座等を行ったり、図書館を語る会などいろいろな催しをしたりして、図書館へ足を運んでもらうよう試みている。また、図書利用のネットワークができ、インターネットで借りたい本を予約することができるし、読みたい本を探すこともできるので、活用してもらいたい。

	６
	保育所について


	●保育所の一元化について大誠保育所と由良保育所は園児の人数が多いが、栄保育所と大谷保育所を廃止にするのか。２つの施設にして、将来人数が増えたらどうするのか。
	●栄保育所と大谷保育所を大誠保育所、由良保育所に統合を考えているが、現在のところ、なかなか地域の理解は得ることができない。理解を得るように努力する。
　将来園児の人数が増えたら改築を行う。

	７
	まちづくりビジョンについて


	●20代、30代の若者がまちづくりに関わっていくことが、これからの北栄町には大切だと思う。若い人が、将来の町を考えていくバックアップする取り組みを入れ込んでほしい。ある程度具体的なことをするほうが、若い人は入りやすい、関わりやすいと思う。
	●現状では、若い人が地域でなかなか活動をしていない。青年団等あるが、団員が少ないなど課題がある。
●リーダー養成などで若い人を巻き込み、若い人が参画する機会を作りことが当面の課題である。

●先日、連休中に免許センター跡地で、若者が中心になり、催しを行った。このような活動の後押しをし、まちづくりに関わってもらい、北栄町の元気を内外にアピールしたい。

	８
	地域座談会について


	●地域座談会について参加者が少ないが、皆さんが期待していないのでは。住民が出やすい場所が良いのでは。集落に出向いていくことを考えるか、座談会をやめるか考えないといけないのでは。また、時期も考慮してほしい。（この時期は農業で忙しい）
	●おっしゃるとおり方法を考えないといけない。来年は、時期的な問題、方法について検討する。
出前講座とかも可能である。もし自治会で希望があれば申し出てほしい。

	９
	健康診断について


	●健康診断に眼底検査は行われているか。北栄町は脳疾患の人が多いらしいが。
	●基本検診には、原則、眼底検査は取り入れていない。（詳細検査の必要な方には実施。人間ドックにはある）脳血管疾患・心疾患などの死亡割合は、国・県に比べて高いが、平成２０年度の結果は平成１８年の結果に比べ良くなっている（１．２倍）。医療費の分析をおこなってみたので、町報により周知します。高血圧、糖尿、高コレステロールが多い。

	10
	多目的ファックスについて


	●大栄地区に設置してある多目的ファックスについて、故障等が目立つが今後どのように対応されるのか。（新規に対応するのか）
	●もともと、農事用のファックスであり、農家を中心に設置したものである。先日、本部管理用パソコンのソフトが壊れ、メーカーに代替ソフトが無く、修繕に時間を要した。本システムは、すでに設置後１５年余りが経過し、耐用年数から見てもいつ壊れても仕方がないところに達している。すでに大栄地区と同時期に整備した琴浦町東伯地区では、今年度中途に廃止すると決定された。このようなことから、生産者団体、農協へは、後継機種を考えて欲しいと伝えている。
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